
後
奈
良
天
皇
女
房
奉
書
（
折
紙
）

山
科
家
断

簡
二
所
収

【
釈
文
】

①　て
ん
ま
の
宮
の
②　御
ほ
う
ら
く
、
③　廿
一
日
に
御
さ
た
④　候
は
ん
す
る
、
そ
の
ふ
ん
を
⑤　ふ
れ
ら
れ
候
へ
く
候
、
⑥　く
御
よ

り
さ
き
の
⑦　御
事
に
て
候
よ
し
⑧　申
と
て
候
、
か
し
く
、

（
見
返
シ
奥
ウ
ハ
書
）

　「
や
ま
し
な
と
の
へ
」

【
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
・
現
代
仮
名
づ
か
い
に
直
す
と
】

天
満
宮
の
御
法
楽
、
廿
一
日
に
御
沙
汰
候
わ
ん
ず
る
。
そ
の
分
を
触
れ
ら
れ
候
べ
く
候
。
供
御
よ
り
前
の
御
事

に
て
候
由
申
せ
と
て
候
。
か
し
く
。

【
現
代
語
訳
す
る
と
】

天
満
宮
の
御
法
楽
を
二
十
一
日
に
開
催
な
さ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
参
加
者
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
食

事
よ
り
先
に
な
さ
る
と
の
こ
と
を
伝
え
よ
と
の
こ
と
で
す
。
か
し
こ
。

【
解
説
】

　
前
々
号
・
前
号
の
文
書
と
同
じ
よ
う
に
、
本
来
は
、
山
科
言
継
の
筆
に
か
か
る
『
諷
誦
文
案
』
の
紙
背
文
書

と
し
て
伝
わ
っ
た
文
書
。
北
野
社
の
法
楽
と
い
え
ば
、
縁
日
の
二
十
五
日
に
行
う
こ
と
が
多
い
が
、
二
十
一
日

の
事
例
も
あ
る
。
連
歌
会
が
多
い
が
、
和
歌
会
、
楽
の
こ
と
も
あ
る
。
山
科
言
継
は
楽
奉
行
を
つ
と
め
て
お
り
、

同
人
に
対
し
て
参
加
者
へ
の
連
絡
を
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
楽
の
催
し
で
あ
ろ
う
。


